
阿蘇サイエンスカフェは旧立野小学校を拠点として、堅苦しい講義の形式ではなく、お茶を飲みながら

ゆったりとした対話形で、阿蘇の自然や歴史を共に学び、得られた知見を暮らしや防災・減災などに役 立てることを目的としています。

今年度は防災工事の現場見学などを含めたフィールドワークのほか、

幅広い分野から阿蘇の魅力に迫る計 10回を企画しました。皆さまのご参加をお待ちしています。

お申込み

阿蘇サイエンスカフェは熊本大学と南阿蘇村との包括連携協定による事業です。

共　催 :　熊本大学、 南阿蘇村、 熊本県企画振興部

協　力 :　国土交通省九州地方整備局、 阿蘇地域振興局、

熊本地方気象台、 阿蘇火山博物館、 国立阿蘇青少年交流の家、

阿蘇ジオパーク推進協議会

それ本当のことですか?
〜行動科学から見た自分が知らない自分のこと〜

第 10 回

話題提供　 京都大学防災研究所 藤見 俊夫

会　場　　　 南阿蘇村旧立野小学校 （熊本大学サイエンスカフェ）　

日　時　　 2023 年３月１8 日 （土）　13:00〜1５:00 

定　員　　 ２0 名

参加費 無　料

内　容　　みなさん、 世界にある物をそのままの形で見てると思っていませんか？

最近の神経科学によると、 人は自分が元々もっている無意識の影響を受けて知覚する

ということが知られています。 そのため、 同じ物の色が人によって違って見えるという

ことも起きます。 こうした現象を生み出すメカニズムとして、 予測誤差を最小化すると

いう脳の仕組みをご紹介します。

熊本大学くまもと水循環•減災研究教育センター

下記 Web ページか右の QR コードからお申込み下さい。

お電話の場合は 096-342-3489( 平日 9:00-16:00)

締切り３月１７日 12:00 （ただし定員に達し次第締め切ります）

https://cwmd.kumamoto-u.ac.jp/disaster/

この本があると
わかりやすいよ

人の世界認識 最近の神経科学による理解

素朴な理解


